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今月号は、過去の一級建築士試験問題から
これまでの日本における都市の課題の読み解きを試みます。
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1951　都市の骨格をなすインフラ施設の配置

1955　郊外住宅地の計画

計画
20問

学科（1次試験）
環境
20問

法規
30問

構造
30問

施工
25問 設計製図

2次試験

▼表　1950年～1993年に出題された問題

一級建築士試験問題から都市の課題の歴史を探る
今月号は、一級建築士学科試験問題の都市に関連する問題を題材に、過去に
出題されたものから当時何が都市において課題として捉えられていたかを
探ってみたい。試験の出題者は、受験者が一級建築士になるにあたり必要な
知識や思考力を問う。当時の問題を見てみることでその時に関心が寄せられ
ていた都市の課題を窺うことができないだろうか。
一級建築士の制度は 1950 年の建築士法制定に伴い誕生し、以降 50 年以上、
年に一回試験が行われている。試験は学科試験と製図試験に分かれ（1968
年以降）、学科試験は計画、環境・設備、法規、構造、施工の 5科目から成る。
都市関連の問題は計画の中で毎年数問出ることが多く、今回は都市計画やま
ちづくり、住宅団地など建物単体でないものについての問題に着目している。
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この年、初めて一級建築士試験で都市計画分野の問題が出題された。人口 20 万人都市の公共
施設の配置計画に関する問題であり、このような配置計画の出題がなされたのはこの問題が最
初で最後である。また、どの選択肢の施設も近年の試験問題では見かけることはない。戦後復
興都市計画期の真っ只中であり、都市の骨格となる施設を作っていく時代性を感じることがで
きる。

1950 年　　　  建築士法制定
　　　　　　　一級建築士試験が始まる
1951 年　　　  都市計画に関する問題が初めて出題される
1968 年　　　 学科・製図試験がそれぞれ 1 次試験と 2 次試験に分離
2009 年　　　  計画が計画と環境 2科目に分離

一級建築士試験の概要

この時代は、戦後復興、市街地拡大期にあたり、戦後直後の日本では、約 420 万戸の住宅が
不足している。この時期、住宅不足の問題は都市の最重要課題であったといえる。一級建築士
試験問題でも、1951 年に上記の問題が出て以降、住宅地・住宅団地の計画、住宅政策などに
関する問題がほぼ毎年出題されている。この 1955 年でも、近隣住区の計画に関する問題が出
題されている。

問 .　次図は人口 20 万の都市の略図である。次の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）の公共施設の
　　  配置として最も適当なものを、図中の 1～ 5のうちからそれぞれ一つずつ選び、
　　  答案用紙の□の中にその番号を記入せよ。

　　　　　（イ）.　卸売市場
　　　　　（ロ）.　屠場
　　　　　（ハ）.　汚水処理施設
　　　　　（ニ）.　塵芥焼却場

問 .　大都市の郊外に中層（3～ 4階建）及び低層（1～ 2階建）の混合した近隣住区
　　（小学校 1、中学校 1、児童公園 4を含む）を計画する場合全地域に対する計画人
　　  口密度（人 /ha）で、妥当なのは、次のうちどれか。

　　　　　1.　900 ～ 800 人 /ha
　　　　　2.　700 ～ 600 人 /ha
　　　　　3.　500 ～ 400 人 /ha
　　　　　4.　300 ～ 200 人 /ha
　　　　　5.　100 ～ 50 人 /ha

＜参考文献1より引用＞

＜参考文献1より引用＞

1954年
土地区画整理法

1955年
住宅公団法

1956年
都市公園法

1958年
千里ニュータウン着工
（大阪府）

1960年
  K.リンチ
「都市のイメージ」
1961年
  丹下健三
「東京計画1960」
1961年
J.ジェイコブス
「アメリカ大都市の死と生」
1961年
草加松原団地着工
（埼玉県）
1963年
ブキャナンレポート
1963年
新住宅市街地開発法

1966年
高蔵寺ニュータウン事業着手
（愛知県）

1968年
新都市計画法

1967年
公害対策基本法
1967年
ニコレットモール

1969年
都市再開発法

1970年
総合設計制度

1951年
公営住宅法

過去問で出た事柄に関連する事象 注目した過去問 \解答はp.4へ！/
1950年

1960年

1970年
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1982　不足する都市公園

1988　住宅団地の人口構成

1995　震災からの復興へ
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この時期の都市公園の整備水準は約 4㎡ /人である。この頃は高度経済成長の裏で、生活環境
の悪化や公害問題が発生していた。1972 年に都市公園等整備緊急措置法が制定され、都市公
園の整備が促進され、1985 年までに整備水準 10㎡ /人以上が目標とされた。この問題はその
3年前に出題されており、当時の都市の課題の一端を窺える。
また、都市公園の整備水準に関する問
題は 1987 年、1997 年にも引き続き
出題されており、長期間解決していな
い課題として考えられる。現在の東京
23 区の 1 人あたり公園面積は約 4.4
㎡ / 人で、ストックホルムの 80㎡ /
人や、パリの 11.6㎡ / 人と大きく離
れた数字となっている。

最初の住宅地計画の問題がでた 1955 年（日本住宅公団ができた年）から約 30 年が経過して
いる。これまで 1955 年の問題に見られるような住宅地の計画基準値などが問われることが多
く見られたが、初めて１や 2の選択肢にあるような人口構成の混在や経年変化に触れられて
いる。同じ時期に一気に作られる住宅団地の問題点が顕在化してきた頃だったのだろうか？

問 .　都市計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか

　　　1.　都市の計画的な拡大ではなく無秩序に市街地が広がる現象は、スプロール
　　　　　現象と呼ばれる。
　　　2.　都市の交通計画においては一般に、通過交通、都市間交通、都市内交通の
　　　　　3種の交通を配慮する必要がある。
　　　3.　都市計画においては、土地利用計画や施設利用計画ばかりではなく、環境
　　　　　計画的な配慮も必要である。
　　　4.　我が国の都市公園の水準は近年向上しつつあり、全国の都市計画区域で 1
　　　　　人当たり 10㎡に達している。
　　　5.　都市の再開発は、既成市街地の都市機能の更新をはかることを 1つの目的
　　　　　としている。

問 .　住宅団地計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　　　1.　団地の人口構成の極端な偏りを避けるうえで、多様な住宅規模や異なる供
　　　　　給方式の住宅を混在させることは有効である。
　　　2.　団地の公共施設計画においては、団地の人口構成の特徴やその経年変化に
　　　　　ついて考慮する必要がある。
　　　3.　団地の規模が大きくなるほど、1住戸当たりの公共施設等の用地所要面積
　　　　　は小さくなる。
　　　4.　団地の各住棟において、述べ面積に対する住戸専用面積の割合は、1住戸
　　　　　の面積規模やアクセス方式によっても左右される。
　　　5.　団地の駐車場の規模を決定する際には、団地の所在地や公共交通サービス
　　　　　の状況ばかりでなく、入居対象者の階層なども考慮すべきである。

＜参考文献6より引用＞

＜参考文献7より引用＞

＜参考文献9より引用＞

1995 年に阪神淡路大震災が発生し、その直後にこの問題が出題されている。これまで防災関
連の問題は選択肢の中で稀に延焼遮断帯などの都市防火の話が出る程度であった。ここで初め
て後藤新平の名前が出てくるなど、復興に大きな関心が向けられていることが窺える。

問 .　関東大震災（1923 年）に関する記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　　　1.　後藤新平を総裁とする帝都復興院が設立され、帝都復興事業として、全罹
　　　　　災地を買収した後に、区画整理及び公共施設の整備を実施した。
　　　2.　市街地建築物法に基づく規定が改正され、耐震設計における水平方向の地
　　　　　震力の規定が新設された。
　　　3.　同潤会が設立され、当初は応急住宅を建設し、その後、耐震耐火の庶民住
　　　　　宅の供給を行った。
　　　4.　東京市立小学校の 2/3 程度が消失したので、復興小学校として、設計規格
　　　　　に基づき、鉄筋コンクリート造の校舎が建設された。
　　　5.　明治時代以降、都市部での建築が盛んに行われたれんが造や石造の建築物
　　　　　も、大きな被害を受けた。

1973年
都市緑地保全法

1972 年
ブルーイット・アイゴー解体
（アメリカ）

1974年
生産緑地法

1975年
伝統的建造物群保存地区

1980年
地区計画制度

1977年
C.アレグザンダー
「パタン・ランゲージ」

1978年
レム.コールハース
「錯乱のニューヨーク」

1993年
真鶴町まちづくり条例
（神奈川県）

1992年
コモンシティ星田
（大阪府）

1889年
黒壁スクエア
（滋賀県）

1995年
阪神淡路大震災

1995年
パティオス4番街
（千葉県）

1995年
地方分権法

1998年
まちづくり三法

（年）
一
人
当
た
り
公
園
面
積
（
㎡
）

一人当たり公園面積（㎡）の推移

1980年

1990年

2000年
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2011　中央集権から地方分権へ

2014　都市再生時代
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地方自治体によるまちづくりに関する問題が出題されたのはこの年が初めてである。都市計画
の地方分権は、1968 年都市計画法によって一部地方に権限が移譲したのち、1995 年の地方分
権推進法によって大きく推進する。この 2011 年にも一部の計画決定権限が地方自治体に移譲
されている。1968 年に都市計画決定権限は都道府県 : 市町村が 8:2 と言われていたが、現在
ではその反対になっていると言われている。なお、地方自治体によるまちづくりに関する出題
はこれ以降ない。また、協定に関しては、2009 年にも緑地協定や景観協定に関する問題が出
題されているが、この年以降出題されていない。

都市計画制度についての問題は古くから出題されており、高度地区や市街地再開発事業、総合
設計制度などは何度も登場している。一方、都市再生特別措置法についての出題はこの年が初
めてであり、これ以降都市再生についての問題が何度も出題されている。虎ノ門の立体道路制
度を活用した事例や、道後温泉などが都市再生の事例として登場している。

資格試験でも、過去に出題されてきた問題を深掘りしてみると何か発見があ
るのではないだろうかと思い今月号の企画を実施した。一級建築士試験は
1950 年に始まり、70 年も経つと出題されている問題も全く異なっているも
ので、時代を感じる問題も多かった。1951 年に最初に出題された都市計画
の問題は、卸売市場、屠場、汚水処理施設、塵芥焼却場の配置計画の問題だっ
た。現代では屠場や塵芥焼却場が主たる都市問題の話題の中に出てくること
はまずないだろう。都市の最初の問題の一つが公衆衛生問題であったことを
想起させる。
もちろん、必ずしも時代背景を鑑みた問題が出題されるわけでもない。例え
ば、阪神淡路大震災の直後に関連した問題が出題されているが、東日本大震
災の直後には都市の問題で震災に関連する出題はなかった。
一級建築士の過去の試験問題から全ての都市問題の歴史を把握することはで
きないが、少なくともそこから時代性を感じることはできた。一級建築士に
限らず、試験の過去問を探ることで新たな発見があるかもしれない。

おわりに

問 .　まちづくりの制度に関する記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　　　 1.　地方自治体が都市計画の案を作成する際には、必要に応じて、住民の意見を
　　　　　反映させるために公聴会等を開催する。
　　　 2.　地方自治体が作成した都市計画の案に対する住民の意見は、案の縦覧期間後
　　　　　に意見書を提出することにより、都市計画審議会において検討される。
　　　 3.　地方自治体が定めるまちづくり条例において、近年では、住民発意の計画を
　　　　　実現化する仕組みを設ける自治体が増えている。
　　　 4.　法律に基づかない任意のルールであるまちづくり協定やまちづくりガイドラ
　　　　　インは、一般に、地域の独自性を反映させやすい。　　　　　

問 .　まちづくりの制度等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　　　 1.　都市再生特別措置法による都市再生特別地区は、都市の再生に貢献し、土地
　　　　　の合理的かつ健全な高度利用を図る特別の用途、容積、高さ、配列等の建築
　　　　　物の建築を誘導する必要があると認められる区域について、都市計画に定め
　　　　　ることができるものであり、建築物等の誘導すべき用途、建築物の容積率の
　　　　　最高限度及び最低限度、建築物の建蔽率の最高限度等を定める地区である。
　　　 2.　高度地区は、都市計画法に基づく地域地区の一つであり、用途地域内におい
　　　　　て市街地の環境を維持し、又は土地利用の増進を図るため、建築物の高さの
　　　　　最高限度又は最低限度を定める地区である。
　　　 3.　市街地再開発事業は、市街地の土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能
　　　　　の更新とを図るために、都市計画法及び都市再開発法で定めるところに従っ
　　　　　て行われる建築物及び建築敷地の整備並びに公共施設の整備等を行う事業で
　　　　　ある。
　　　 4.　総合設計制度は、敷地規模が大きく、敷地内に広場等の公開空地を有し、建
　　　　　築物の形態も良好な建築計画について、都市計画法に基づき、容積率及び形
　　　　　態の制限を緩和し、市街地環境の整備改善を促進する制度である。

＜参考文献14より引用＞

＜参考文献14より引用＞

2002年
都市再生特別措置法

2005年
清渓川再生事業
（韓国）

2004年
クリエイティブシティ横浜
（神奈川県）

2014年
立地適正化計画

2011年
東日本大震災

2014年
虎ノ門ヒルズ
（東京都）

2009年
ハイライン
（アメリカ）

過去出題された事例・理論のワードクラウディング▶

答え
問1.イ③,ロ⑤,ハ④,ニ②　問2-4　問3-4　問4-3　問5-1　問6-2　問7-4

2010年

2020年
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研究室旅行を、知る。 新型コロナウイルスの流行が落ち着き、都市デザイン研究室も、対面の会議やコンパの開催などか
つての活発な活動を取り戻しつつある。研究室旅行もそのひとつで、今年、2019 年以来 4年ぶり
の開催が企画されている。しかし、4年間の断絶により研究室旅行を知るメンバーはかなり少なく
なってしまった。研究室に所属するものとして、研究室旅行とは何たるか知る必要があるのではな
いか。そこで、過去のマガジンやホームページを遡り、過去 12 回の研究室旅行を振り返る。
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北沢先生が 1997年に助教授に着任し、西村教授・
北沢助教授からなる都市デザイン研究室の体制が始
動したことをきっかけに始まった研究室旅行。初回は、
本研究室で 1997年に博士号を取得し、韓国の中央
大学で教職に就いていた李政炯先生を訪れたという。
ここから、研究室留学生のOBOGを尋ねるという形
が続くこととなった。

この年は、西村先生のつながりで、歴史まちづくりの
同志である丘如華先生にホストになっていただいた。
台湾大学・台北市・新竹市役所・楽山文教基金会の
方々にお世話になり、現地見学、議論、交流をした。
事前に分担をしてかなり細かく事前調査を行い、旅
行後にもレポートを作成した。

ホストは、ロアンさん（1999 年修士、2002 年博士）
とチャンさん（1997年修士、2003 年博士）。道中の
フエで水害に遭遇した学生がいた。その1 人である
黒瀬さんが経験をまとめたルポは、マガジン初代編
集長の酒井さんに感銘を与えた。「ハノイ旅行で生々
しい古都水害地突破ルポを書いたM2 黒瀬に、『爆
発的に充実している研究室に何かマガジンが創刊で
きないだろうか』と相談しました。」（マガジン創刊号）。
このマガジンの創刊に、研究室旅行での強烈な体験
が関係していたとは。

ホストは西村先生のもとで論文博士をとられたアイ
ディッド先生(マレーシア工科大学 )。西村先生率い
る研究室の旅行らしく、歴史都市マラッカを堪能。
ただし、この年が珍しいのは、新首都・プトラジャヤ
を訪れたこと。モダニズム建築がそびえたつ街並み
にみな圧倒され、例年とはひと味違う研究室旅行と
なった。ちなみに、この年のマガジンでは、研究室
旅行が予習編と復習編の2回で取り上げられている。
予習編には、「はじめてのマレー語」コーナーもある。
今年もぜひ、みんなで現地語の予習をしていきたい。

「今年の 3月、来日した研究室ＯＧのニラモンさんと
本郷三丁目駅近くの中華料理屋でビールを飲み交わ
している際、不意に『10月に結婚するのよ』と聞か
されて、その場の思いつきで『じゃぁ、研究室旅行
で皆でお祝いにいくよ』と約束してしまったのが、今
回の研究室旅行の企画の始まりでした。」（マガジン 
vol.38）こんな思いつきで始まる研究室旅行もいい
のかもしれない。この旅行のメインイベントはニラモ
ンさん（2006 年博士、その後チュラロンコン大学）。
の結婚式、そしてホストはニラモンさんだった。

北京は張天新先生（2001 年博士号取得、北京大学）、
上海は張松先生（1996 年博士号取得、同済大学）、
に案内していただいたこの年。歴代の研究室旅行の
中でもっとも離れた2都市を巡った年ではないだろう
か。北京ー上海間は飛行機で移動した。万里の長城
などの有名観光地も外さずに訪れている（背表紙の
写真参照）。

1998 2000

200820062004

2002
韓国

ソウル
台湾

台北・新竹
中国

北京・上海

ベトナム

ハノイ
タイ

バンコク
マレーシア

マラッカ・プトラジャヤ

▲2008年 マレーシア・プトラジャヤでの1枚。太い道路で軸線が取られている。（写真は中島先生提供）

◀ 2000 年 台湾での旅行に際して作成された「台湾の都市計画の歴史」資料。かなり研修色の強
い旅行となった。この旅行の詳細は、都市デザイン研究室ホームページ「プロジェクト」＞「過去
のプロジェクト」より確認できる。（図は同 HPより）

研究室旅行タイムライン

他
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当時の留学生の出身校である東南大学建築学院との
交流や南京市街地の見学を行なった。最終日には全
員が南京の街について 3分スピーチ。また、東大側
から全プロジェクトについて英語での報告も行ない、
双方の学生で熱い議論が交わされた。また、上海万
博が開催中で、そちらまで足を伸ばした学生も多かっ
た。上海万博で北欧のパビリオンを堪能したというか
ら、短い期間に非常に世界が広がったことだろう。

研究室旅行としては 2000 年以来、2 度目の訪問。再
び丘先生にお世話になった。丘先生の所属される台
湾歴史資源経理学会の方々に台北市を案内していた
だき、WSや現地調査を行った。ちなみに、台風が
直撃し悪天候に見舞われてしまったようである。雨ゆ
えに見られる都市の姿も魅力的だが、やはり晴れて
ほしい。今年は研究室メンバーに強力な晴れ女・晴
れ男がいることを願いたい。

OGで浙江大学の助教（当時）をされている傅舒蘭
先生をたずねたこの年（ちなみに傅先生は 2010 年
の旅行特集で記事を書いておられる）。中国美術家学
院では西村先生が飛騨古川についての講義を行った
のだが、地面に座る学生がでるほどの超満員となった。

2006 年以来 10 年ぶりの訪問。バンコクは研究室
OBが多く活躍している地域であり、この年はチュラ
ロンコン大学で教鞭をとるポンサン先生に案内して
いただいた。チャオプラヤ川とその周辺の運河を水
上バスで移動しながらまちなみを眺め、水都・バンコ
クを満喫した。ちなみに、前回のタイ旅行で結婚を
お祝いしたニラモン先生のアーバンデザインセンター
も訪れている。

研究室旅行を始められた西村先生のご退職により、
研究室旅行の存在が宙ぶらりんになっていたこの年。
植民地都市計画に関心のあった学生が中心となり、
学生企画という形で、事前に輪読会を行なってから
訪れた。ちなみに、マガジンで現地の食べ物を特集
しているのは今回調べた限りではこの年だけ。食事
は旅の醍醐味のひとつ。今年の旅行でもぜひ記録し
たい。

宮城俊作教授の着任に伴い、2年に一回の海外研究
室旅行とは違う形で、宇治を中心に近畿を回る旅行
を行なった。「例年よりも学部生や社会人学生、博士
学生の参加が多く、総勢 20 名という大所帯での行
動になった。普段はなかなか顔を合わせない人同士
での交流の機会にもなったようである。」（マガジン
vol.282）

【参考資料】
都市デザイン研究室マガジン　vol.1, vol.38, vol.86, vol.133, vol.176, vol.222, vol.247, vol.272, vol.282
都市デザイン研究室ホームページ　「台北市とその近郊のまちづくり」（http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/projects/archives/p00/taipei/taipei.html

2010 2012

201920182016

2014
中国

南京
台湾

台北
中国

上海・杭州

タイ

バンコク
中国

長春・瀋陽
日本

宇治・天理

pick up！　海外での移動手段

▲ 2016 年 タイ・バンコクで水上バスより撮影。（写真は中島先生提供）

▶2018 年 中国・南京の旅行特集マガジン（vol.272）。「食い倒れ研究室旅行記」のコラムには、実際に食べた
料理の「食レポ」が掲載されている。

大人数での海外旅行となると、気になるのが
移動手段である。一風変わった手段で移動す
ることも珍しくない。2004 年のベトナムは、ま
だ自動車ではなくバイクが交通の中心だった。
教員陣は現地出身の OGのスクーターの後ろ
に乗って、信号のない交差点をすりぬけるスリ
リングな移動をしたとか。2016 年のバンコク
では、お祭りの大混雑に巻き込まれ身動きが

取れなくなっていた中、かろうじてタクシーを
捕まえると、そのタクシーが人混みをフルスピー
ドで飛ばし、ものの 5 分ほどで混雑を抜けホ
テルまで連れて行ってもらったという。また、
鉄道好きの学生が幹事を務めた 2018 年の旅
行では、超満員の長距離列車に乗って長春か
ら瀋陽までの移動を体験したらしい。どれも海
外でしかできない経験である。

長春長春
ソウルソウル北京北京

南京南京 上海上海
杭州杭州

ハノイハノイ

マラッカマラッカ

台北台北

宇治宇治

バンコクバンコク

他
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発行日：2023 年 6月 30 日発行：東京大学都市デザイン研究室マガジン編集部
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サハラに死す
上温湯隆の一生上温湯隆の一生

上温湯隆
ヤマケイ文庫
1975

BOOK OF THE MONTHWEB MAGAZINEPOSTSCRIPT

1973 年 1 月 25 日。21 歳の上温湯隆
は一頭のラクダを連れ、前人未到のサ
ハラ砂漠 7000km の単独横断に挑戦
するも、翌年消息を絶ってしまう。こ
の本は、青春という人生の中で最も眩
いその時期を、サハラ砂漠に捧げた男
のダイジェストである。(M2伊藤 )

一級建築士の試験問題を調べ
ると、意外にも何回も出てく
る事例が少ないことがわかっ
た。ラドバーンや近隣住区論
が繰り返し多く出題されてい
る。そのような繰り返し出題
される事例の中に丹下健三の
東京計画 1960 が含まれる。
我々が今プロジェクトで取り
組んでいるものも、いずれ一
級建築士の試験に出るような
事例になるように努力したい
と感じた。

下吉田駅にて活動展示会と住民意見
交換会を開催しました。保存車両で
あるトーマスランド号をお借りして
展示を行い、意見交換会では秋の社
会実験に向けて白熱した議論が交わ
されました！ (M1小林 )

保存車両で活動報告会！保存車両で活動報告会！
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6 月号担当

M2

# 富士吉田プロジェクト
現在行っている提案の内容を住民の
方々に説明させていただきました！
説明会の後は、模型を囲んで意見交
換。地元住民ならではの意見や、み
なかみへの熱い思いを聞かせていた
だきました。(M1元吉 )

みなかみ地元住民説明会！みなかみ地元住民説明会！

# みなかみプロジェクト

̶参加された研究室旅行は
中島　2000 年台湾、2002 年 北京・上海、2004 年のベトナム、2006 年のタイ、
　　　2008 年のマレーシア、2016 年のタイ、2019 年の近畿。
永野　2010 年の南京、2016 年のタイ、2018 年の長春、2019 年の近畿。２年
　　　に1回だから、学生としては 1回しか行けないからね。中島先生の参加
　　　回数が異常に多いだけで。
中島　西村先生に次いで 2番目に研究室旅行に行っていると思います。

̶1番思い出深かったものはありますか
中島　かなり記憶には残っていますが ... どこももう1回行きたいですけどね。タ
　　　イも10 年くらいでもう1回行っていたり。都市はやっぱり変わるからね。
永野　どういう観点で1番というかが難しい ...。海外の方がやっぱり記憶には残
　　　りますね。近畿の時に面白かったのは、みんなで運転したこと。車 3、4
　　　台で分かれて。あれは面白かった。海外じゃなかなかできないですからね。
中島　私はしなかったですけどね。三文字くん（当時 D1）を専属運転手にして
　　　いました。最後に宮城先生の愛車が登場しましたね。確かに国内も国内
　　　で面白かったですね。

̶研究室旅行への心構えはありますか
永野　難しいですね。真面目にいうとね、ちゃんと調べて、現地で学生同士語り
　　　合ってと。一方でせっかく海外まで行って真面目に研修だけしてきました
　　　というのもちょっとね。真面目すぎるのもよくない。現地の酒場で、ロー
　　　カルな都市生活を浴びてとか。
中島　意外とポスト研究室旅行が大事かもしれないね。1回行った都市って、関
　　　心とか愛着が全然違うじゃないですか。行った後にさらに、その都市の本
　　　を読むなりすることで、知見はより定着するし発展しますよね。そういう　　
　　　機会もあると面白いね。
永野　そういう意味で言うと、満州に行った後に、満州の歴史に興味を持ってね、
　　　ラストエンペラーとか見ましたよ。向こうは「偽満州」って言うんですよね。
　　　そういう資料館にみんなで見に行ったんです。歴史観とか変わっていきま
　　　すよね。

̶今年の研究室旅行に期待することは
中島　海外にいけるからね。どこかな。行った場所を地図に落としてみると、ま
　　　だ行っていない場所が自ずと出てくるんじゃないでしょうか。
永野　スリランカとかね。
中島　韓国とかもアリかもしれないですね。
永野　1回目以来の。
中島　まさに見るべきところがたくさんあるからね。こう振り返ると、韓国はだい
　　　ぶ行っていないもんな。
永野　25 年、四半世紀ぶりか。いいんじゃないかなあ。

歴史を知り、先生方の思いも聞けたところで、きっと旅行へのモチベーションが
高まったことだろう。今年の研究室旅行の様子もマガジンで特集されるはず。
乞うご期待！

2002 年、中国・万里の長城にて。写真中央に中島先生。（写真は中島先生提供）

現在の研究室メンバーで数少ない旅行経験者である中島准教授・永野助教に、旅行の思い出や今年への期待などを伺った。教員インタビュー

2016 年、中国・瀋陽にて。左から4番目に永野先生。(写真は永野先生提供 )

’98 ’00 ’02 ’04 '19’06 ’08 ’10 ’14’12 ’16 ’18

中中

永永

中中 中中 中中 中中 中中 中中

永永 永永 永永
先生方の参加された旅行

8


